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大阪市立大学家政学部紀要・第15巻 (1967)

睡眠行動と脳波

一一終夜脳放の発達的考察一一

谷嘉代子

Over-Night-EEG's and their Developmental M伺 ning

By KAYOKO T ANI 
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人の睡眠は時間的には，その生涯の約3分のlを占めており，その上，かなり正確な周期で繰返さ

ねばならない性質をもっている。睡眠の重要性は改めていうまでもない事実であるが，その本質に迫

ろうとする幾多の努力は，報われる ζと少く過ぎてきたようである。なぜ眠らねばならないのか?眠

りとは何か?という聞には明らかな答がなされない。われわれは疲れると眠るという。そして眠りは

疲労の回復に効果のある方法であるという。しかし，睡眠は疲労の結果iζ生起する消極的な現象であ

ろうか。フロイドなどが睡眠に積極的な心理的意味をみとめたことはよく知られている。また臨床心

理学からみても，事，夜尿，夢中遊行，不眠などは，眠りの心理的機能を積極的に考えさせるもので

あろう。

最近10年聞に睡眠の脳波的研究が急速な進歩をとげたが，その研究の糸口となったのは，脳波像と

体の睡眠像が平行しないで，逆説的になる時期があり，その時期に多く夢を見るという乙との発見で

ある。第1図に示すように眠りと脳波は対応的lζ変化していくが，第1図の右端では，脳波は浅い践
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第 1図 意識レベ Jν と脳波

図の番号の進行煩iζ意織が低下，匿眠は深くなる。71主眼球運動がみられ，夢をみてい手時期 (限球運動・睡眠)

りのものに酪似していながら，実際の陸自民深度はかなり深いという矛盾した現象がみられ，乙の時期

には眼球運動が著明となる。従ってとの現象を逆説睡眠，J':・状態(D.state ) ，阪球運動・・睡眠

(Rem-sleep)などと呼ぶ。 ζの Rem-sleepを手がかりとした研究から，睡眠の脳生怒学的研究は

画期的な進展をみせ， 睡眠はたんに， 感覚刺徴量の低下iζよって結果する passiveなものであるの

ではなく，activeなメカニズムとしての脳幹の役割に注目されるようになったのである。つづいて陸
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眠の心理学的，行動学的研究(}，2，3)が活援となってきた。

発達研究においても，睡眠は重要なテーマであるととは，成人のそれ以上である。最近， Roffwarg 

ら仙の報告では，個体発生的lζ睡眠の型を追求し，生後間もなくの時期のRem-sleepの意味を強調

している。

著者は行動の脳波的研究のーっとして，睡眠m および睡眠中の行動(6，7，8)の脳波的研究を行って

きたが，乙乙では，それらを年令発達的にみて，陸眠メカニズムの発達的意味を考えたいと思う。

方 法

対象 :1才6ヶ月児(1名)， 3才児 (1名)， 7-9才児 (4名)， 11-13才児 (5名)， 20-

23才成人 (6名)ーの17名を，ボランティアまたは料金付ボランティアで集めた(子供の 1部は夜尿症

児〉。

手続:大阪市大，家政学部脳波室において，被験者tζ終夜睡眠をさせ，連続的に脳波，眼球速動，

呼吸，心樽を記録した。脳波の電極附着個所等は先の研究即の通りである。脳波は第1図にあげた

脳波睡眠期の規準に従って視察的に分類検討すると£もに，一部は周波数分析による検討も行.った。

低年令者 (1才児と3才児)の場合は，その不安を;取隊〈ため母親と添寝の型をとり，母子同時に脳

波記録をξる方法をとった (ただし， 母親の脳波の分析は，特殊条件下の睡眠のため，割愛)0 睡眠

中に観察出来た行動はその都度，脳波記録用紙に記入した。

結 果

1. それぞれの被検者の睡眠の深度型をみるために，各睡眠期の時閣を全体の睡眠時聞の百公率で

現わした。第1表は年令別のグループに した

平均値である。とれによると，年令の低い程 ~.'' 第1!表 I!t眠段階と出現時間

深睡眠(大徐波期)が長く，軽睡眠 (滋波期 t， Sub片山 ーI S1田 pStages (労 ぱ伽e)

Ibo-ε~~. ILight Sleep IDeep Sleep IREM Sleep および紡錘波期)が短い。 Rem-sleeepは年 同句ectI--~-- ~ - --. 1---~ ~-- -~ 1 

令の低い方で幾分長いが，f也の睡眠期にみら

れる程の大きな変化はない。

2. 脳波は年令のすすむにつれて変化する

のが普通であるので，同じく安静閉股(覚醒)

脳波であっても，そのパターンは年令によっ

て異る。したがって，軽睡眠の脳波といっても

1 : 6 

3 

7-9 

11-13 

20-ーお

1 18.2 日.9 17.9 

1 27.6 47.0 25.4 

4 48.6 36.3 15.1 

5 52.9 30.8 15.9 

6 61.6 25.3 13.1 

成人では，陵眠紡錘放の出現がみられるのに対し乳幼児の場合には，隆眠紡錘波が全く出現しな いと

か，どく稀れにしか現れない場合もある。また逆}ζ，成人ではほとんど見られない連続的な高振巾規則

的徐波の出現期が幼児では，ほとんどに見られる。ととでは，Rem期の脳波を周波数分析積分値によっ

て，年令別iζ比較し， energy 労で示した。第2図はそれである。Rem期の脳波は乳幼児では4/sec
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が優位な要素であ

るが，少し年令が

増せば，5/secと

なり，成人では6

/sec優位となる。

しかし， それらの

場合でも，4-6 

/secはかなり含ま

1112図呈Rem-sleep中の脳波周波数分析
れているのが一般

縦軸はエネルギ-%，*横軸は周波数，グラフは各個人の速続30f少聞の応i波数政分値平
均から算出したエネルギ一%による。

であるから，aWの

年令による差に比

10 

5 
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第3図 覚堅持脳波数分析

ー-1Y56ms 
.--.. 3 ys 

().・・o1 1 ys 

0--020ys 

べると，Remの場

合lζは幼児も成人

も脳波の周波数に

大きな差はない。

第3図はαwの積

分値によるエネJレ

ギー労である。 乙

れによると成人の

αwと幼児のそれ

縦軸はエネルギ-%〆繊軸は周波数を示す。グラフは各個人の同時期の速続:30秒間の
積分健平均から求めたもの。

とiま，かなり明か

に差異がある。

3. 窓際中にみられる overtな行動には， ねごと， ねiまけ行動，歯ぎしり，夜尿， ねがえり，指

すい等がみられる。そして， それらの行動は， それぞれ出現しやすい脳波の軽眠段階があることがわ

1112表 睡眠段階と体動出現
かった <8l。特に，歯ぎしり mゃ成人の夜尿

Subjects Sleep Stages 
16川や夢中遊行19lなどは，それぞれのきま

Age t;bjgt Light Sle叫DeepSleepドEMSleep った時期がある。 ζζでは， ねがえり等の体

1 : 6 1 2.96 0.17 1.58 
動のみを検討するとととした。第2表は，毎

3 1 0.95 0.14 0.47 
l句?毎iζ出現した体動の頻数を睡眠期別にま

7-9 4 2.00 0.76 1.00 とめたものである。乙の表からみられるよう

11-13 5 1.55 0.33 0.78 iζ， どの年令の被検者も軽経眠期で最も体動

20-23 6 1.52 0.21 0.68 を出現しやすく，深睡眠期では出現しにく

い。最も体動の出現頻度の高いのは7才-9
Cぜ= 各周波数要素の面総

ergy%=，一一一ー ーーーーー 一-
N 各周波数要素の面積の総和
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才であるが， ζのさいにも深睡眠期では運動出現は他の時期lζ比べて抑制されている。 1才児， 3才

児では，かなり出現数に差があるが，個人差であるのか，年令によるものか明かでないが，これらの

聞にも体動の最も多い時期と少ない時期の脳波時期の相対的関係は類似している。

考 察

睡眠行動の脳渡による接近として著者は先に睡眠中に観察された，ねどと，歯ぎしり，夜尿，体動

および自然覚醒などの行動を手がかりとして，睡眠の脳波期のそれぞれに出現しやすい行動の型を追

求し，発表した(第31回日本心理学会睡眠シンポジウム〉。この論文でも，ふれたように軽睡眠期に

は体動をはじめ，歯ぎしりや子供の夜尿が出現しやすい。乙れらの行動には大別して二種類の行動が

考えられる。一つは外的感覚刺激あるいは内臓感覚刺激に対して反応的に生じたものと考えてよい行

動と，今一つは，そのような感覚刺激に反応したものとは思われない行動，たとえば，夢，ねごと，

叫び声や夢中遊行のような行動とである。前者の反応的行動は，非常に簡単な反射行動(自発的パパ

ンスキ反射が睡眠中に高頻度に出現する例がある)と，複雑な高次の反射行動にわけるととが出来

る。後者は行動誘発の感覚刺激が存在しないか，あるとしても直接に刺激に結びついて現れたと恩わ

れない行動であるという点からみて，内面的なautisticな行動といえる。乙れらの行動タイプとその

行動型が出現しやすい時期を図式化したのが第4図である。単純な反射行動は大徐波期に出現しやす

AWAKE _ く，高次の反射的行動は紡錘波期，

V ノ ・~ 漣渡期に出やすい。また，a凶 stic

RIPPI，E - REM な行動は Rem-sleepに多くみら
& TRANSITIONAL (autistic 
SPINDLE ~ PERIOD ---ーが behavior) れるが，大徐波期から次の睡眠期
(higher level ~ ~ 
of吋 flex) I ノ
~ SLOW LAR~E vlAVES が
(lower level of reflex) 

第4図睡眠中の行動型

‘Ripple & Spindle'は浅睡眠期を示す。乙の時期は覚醒から最も近く
相互に行き来しやすい(まどろみ)
、SlowLarge Wave~ は深睡眠でこれから次の stage へは必ず移行

期 (TransitionalPeriod)を通って進む。図中の()内はその時期に
出現しやすい行動型である。 Remから覚醒へすすむがその逆はないこ
とに注意されたい。

lζ移る移行期(普通脳波は一つの

stageから次の stage!乙漸次的に

移って行くが，との場合には脳技

は急激に劇的に変化する。その時

期i乙、うめき。が生じたりする。

夢中遊行が生じるのもこの時期で

ある。)にもみられる。しかし，

移行期には反応的な行動も生じる

のであり，一般にはその方が多い。との移行期に autisticな行動が現れるか， reactiveな行動が現

れるかはその時の脳内の条件によっていづれかが triggerされるものと考える。

Roffwargゅは生後まもなくの新生児のねむりの半分は Rem-sleepであることを観察し，次の

ように述べている。 RemIと関係ある中枢は橋であるとされているが，橋から出る刺激インパルスは

胎内および出生直後の新生児の感覚刺激Jレートに代って刺激インパルスを大脳の感覚領におくり，生

後間もなく起る感覚刺激のラッシュにそなえての生体準備体制をつくり上げることになるものと考え

( 18 ) 
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る。したがって発達に伴って，正常な刺激一反応ルートに置きかわるので， Rem-sleepの出現時聞

は減少する。すなわち生後数ヶ月のうちに急iζRemの時期は減少するのである。

乙乙でみて来た1才児， 3才児は例数が少いが，乙の年令では成人にくらべて Rem-sleepは大き

な差がなく，深怪眠が特に目立って長くなっていた。また， Rem期の脳波の周波数分析による検討

によっても，成人のそれと，大きな差異がみられなかった。しかし，乙れら乳児と幼児 (7-9才を

含む)が睡眠中に比較的に行動が頻発し，深睡眠期での行動も額度が高いζ とは特徴的であり，乙れ

が反射綴携の発達と関係あるものかどうかは明かではないが，夜尿の出現期からみても刷同様の傾

向がみられる乙とは興味が深い。

上にあげた経眠中の行動型のシェーマから考えると， autisticな行動の出現しやすい Rem期が特

iζ長いのは生後数ヶ月のみであり，人閣の睡眠中の行動は，生後の早い時期iζautisticdominant型

から reactivedominant型に変化し，しかも単純型 dominantから複雑型 dominantIC.変化して

いく ものと考えられる。

要 約

1才から23才まで17名の終夜睡眠脳波の検討から次の事柄を検討考察した。

(1) 睡眠は低年令では深睡眠期が長く，成人では軽暖眠期が長い。

(2) Rem期の出現時間百分率は l才半以後では年令聞に大きな差はなく ，Remの脳波にも周波数

の上で大きな差異はない。

(3) 体動はいづれの年令でも軽陵眠で最も高頻度i乙出現し，次いで Rem期であり，深腿眠Wlでは

少い。

(4) 睡眠中の行動の観察から，行動型を autisticと reactiveにわけると，生後数ヶ月の聞に

autisticから reactiveへの発逮がみられ，以後10年位いの聞に単純反射行動から高次の反射行動優

位型への発達がみられる。
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SUMMARY 

Over-night EEG〆sfrom infants， young children and adults were developmentally 

examined. In infants the slowーlarge-wavesstage (deep sleep) Iasts Ionger than in 

adults. So far as the duration of Rem (rapid eye movement) -sleep， there is observed 

little dlifernce between younger children and adults. The frequency of EEG during 

Rem-sleep is not changable according to age， while the alpha-wave frequency is 

cIearly increasingぉ ageincreas邸 .

Applying the scheme (Fig. 4) to this r白 ultsand Roffwarg's， it is speculated that 

in new-bom infants， incidence of autistic behaviors during sleep is higher and after-

wards， in a few months from birth， the reactive behaviors become dominant. That 

is， the type which autistic behaviors訂 edominant during sleep is followed up by the 

reactive-dominant-type. And also the behaviors of lower Ievel of reflex (such as 

bed-wetting by younger children， simple body movement， etc.) develop into ones of 

higher level of reflex. 

( 20 ) 
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